













る人口学的 ・社会経済的要因をい くつかの変数を統制 して分析する。また行政満足度と政策利用経
験 との関係についても考察する。




その結果,公 共施設の開放,各 種育児相談,イ ンターネットなどを利用 した情報提供などに関す
るニーズの存在が確認できた。また子育て上の悩みや問題と関連 して 「経済的援助」や 「子育てに
時間が取れる職場環境」なども多 くみられた。
【キ ーワー ド】 行政満足,居 住満足,子 育 て,政 策 サー ビス,政 策 ニーズ
1.デ ー タ
使用するデータは,厚生労働科学研究費補助金政策科学推進研究事業 「少子化の新局面 と家族 ・
労働政策の対応に関する研究」において 「少子化の見通 しに関する一般調査プロジェク ト」によっ
て設計された 「少子化に関する自治体調査」 を用いた。今回用いる自治体は品川区,栄 町,秩 父
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表1「 少子化に関する自治体調査」夫婦票の調査時期,配 布数,回 収数(率)










配 布 数 2000 498 1998 2000 '2000
回 収 数 659 221 864 758 721
回 収 率 33.0% 44.4% 43.2% 37.9% 36.1%





(1)品川区,栄町,秩 父市,多 治見市で質問 されている子育て関連の行政サービス満足度に対
する人口学的 ・社会経済的要因をい くつかの変数を統制 して分析する。また行政サービス満
足度 と政策利用度 との関係についても考察する。








居住満足度」は品川区,栄 町では満足度を1か ら9の9点 満点で測定されており,秩父市,多 治




各自治体の施設事業の 「認知数」 と 「利用数」,各自治体の施設事業の 「利用経験」の12項目を分
析モデルに応 じて投入している。「自治体居住満足度」に関しては,以 上の変数のうち 「自治体居




高専 ・大学 ・大学院」を1,それ以外を0と したダミーコーディングを用いており 「妻の高等教
育」変数とした。「年収」に関しては,夫 婦 ともに14項目ある選択肢の中点を対数化し擬似的に連
続変数として変換 したものを用いた。「妻の就業状態」に関しては調査時点での就業状態を用い,
「企業 ・団体の役員,民 間の正社員,官 公庁の正職員」を1,そ れ以外を0と したダミーコーディ
ングを用いており 「妻の正規就業」変数 とした。 この変数は教育程度や年収 と関連 して正規就業で
あるほど自治体の政策ニーズが高まると考えられることから正の影響を持っていると考えられる。
「妻の母親 との同別居」に関しては,妻 の母親 と同居 している場合を1,それ以外を0と したダミ
ーコーディングを用いている。妻の就業 と家庭は トレー ドオフの関係にあり,就業 している女性は
仕事 と家事の両方を担わされる傾向の多い現状では,親(と りわけ母親)と の同居は行政サービス
のニーズを減じるものと考えられるため負の影響があると考えられる。「妻の自治体居住期間」に
関しては,居 住期間を 「0～4年」,「5～9年」,「10～14年」,「15年以上」の4つ のカテゴリーに分
類した上で,「0～4年」を基準カテゴリー(referencecategory)として投入している。「子ども数」
も同様に 「0人」,「1人」,「2人」,「3人」,「4人」 とカテゴリー分けした上で 「1人」を基準カテ
ゴリーとしている。 ここでは,無 子 と2人以上で満足度が異なるのかを分析する。各自治体の施
設事業の 「認知数」 と 「利用数」は,そ れぞれ認知 ・利用 している施設事業の数を集計したものを
投入 している。各自治体の施設事業の 「利用経験」はそれぞれ 「利用 した(し ている)」を1,そ
れ以外を0と したダミーコーディングを用いてお り,利用 した施設事業によって満足度が異なる
かどうかをみることができる。
分析モデルは14あり,品川区(モ デル1～4),秩父市(モ デル7～10),多治見市(モ デル11～
14)では4つ のモデルを割 り当てている。1番 目と2番 目のモデルは 「子育て関連行政サービス満
足度」を従属変数 とし,1番目のモデルは 「妻の年齢」から自治体施設事業の 「利用数」までを投
入 したものを用い,2番 目のモデルは自治体施設事業の 「利用数」を除 き自治体施設事業の 「利用
経験」を投入している。3番目と4番 目のモデルは 「自治体居住満足度」を従属変数 とし,3番 目
は 「子育て関連行政サービス満足度」を投入しないモデル,4番 目は投入 したモデルとしている。









っている。分析目的は認知度 と利用度に関連して,「いままで認知 していなかったが,今 後利用し
てみたい」 と回答 した者を,利用希望があ りながらその存在を知 らなかった者という意味で 「潜在
的利用者」 とし,各施設事業に対する広報活動への示唆を与えるもの として示している。また,質




今後利用 してみたい」(潜在的利用者),「知っているが,今 後利用しようと思わない」,「知 らない
し,今後利用しようと思わない」の5項 目に分けて分析する。
栄町では利用経験が得 られなかったため,「知 らなかったが,利 用してみたい」(潜在的利用者),
「知 ってお り,利用 してみたい」,「知 っているが,利 用した くない」,「知 らなかったし,利用 した
くない」の4項 目に分けて分析する。
秩父市では,「利用した(し ている)」,「知ってお り,今後利用 してみたい」,「知 らなかったが,
今後利用 してみたい」(潜在的利用者),「知っているが,今後利用する予定はない」,「知 らないし,
今後利用する予定はない」の5項 目に分けて分析する。
多治見市では,「利用 した(し ている)」,「知ってお り,今後利用 してみたい」,「知 らなかった












父市,多 治見市の3調 査 自治体である。 これ らの自治体の個票データにおける相関係数を測定 し
てみた。その結果,品 川区は0.625,秩父市は0.620,多治見市はO.378であった。品川区 と秩父市
ではかな り高い相関関係がみて とれるが,多 治見市では弱 くはないもののある程度の相関関係がみ
られる。 これにより 「子育て関連行政サービス満足度」 と 「自治体居住満足度」の強い相関関係は








ル1と2に おいて,妻 の年齢がやや高 く,夫の年収が低い場合に満足度が高 くみられ,居 住期間
は0-4に比べ全体的に居住期間が長 くなるほど満足度は低下 し,15年以上居住していると満足度
が低 くなっていることがみられる。具体的な施設事業の利用経験に関しては 「保健所などで行 う母
親学校」,「保育園の一時保育など」,「すまいるスクール」を利用経験のある者で満足度が高いこと
が示された。一方,「子育て関連行政サービス満足度」に大 きな影響を持つ 「自治体居住満足度」
を従属変数 としたモデル3と4に 関 しては,満 足度を投入 していないモデル3に おいて妻が高等
教育を受けている場合において居住満足度が高 く,子 ども数に関して子 ども1人 と比べ4人 の場
合満足度が低 くなっている。ただしこの傾向は統計的に有意になっていないものの無子の場合や2





たず,居住満足度が大きく影響 していることが示された。「自治体居住満足度」に関 しては,高 等









得 られた。そこで,モ デル6に は 「妻の非正規就業+自 営業」を投入してその効果をみると,正
の方向で統計的有意が示された。栄町の就業継続に関 しては結婚 と出産によって8割 近 くの女性
が就業を中断してお り,非正規就業に関しては一時中断後の再開によるものであるものが多いと考




従 属 変 数 子育て関連行政サービス満足度 自治体居住満足度















妻正規就業 0.1040,046 一 〇.233-0.231
妻の母親との同居 一〇.063-0.161 一 〇.500-0.284












































































































有 意 水 準 †0.10,*0.05,**0.01
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表3栄 町の子育て関連行政サービス満足度に関する重回帰分析結果
従 属 変 数 子育て関連行政サービス満足度
























































において満足度が高いことが示された。 自治体居住満足度に関 しては品川区同様,正 の影響がみら
れた。秩父市の施設事業の利用経験に関しては,「学童保育室」を利用 した者は満足度が低 くなる
傾向がみられ,「のびのび子育て支援金」に関しては高い満足度を示した。「自治体居住満足度」に
関しては,モ デル9に おいてモデル検定量(Fvalue)における有意性を維持するために,予 備推
定において有意性の著 しく低かった 「妻の高等教育」,「夫の年収」,「妻の母親 との同居」変数を除
いて分析を行っている。モデル10において 「妻の年収」がやや高い ときに満足度が高い傾向がみ
られる。また 「子 ども数」は子ども1人 に比べて無子のときに満足度が低 くなることがみられる。
全体として,女 性の属性は 「子育て関連行政サービス満足度」にはやや影響力をもち,「自治体居
住満足度」にはその影響力が低いことが示された。






従 属 変 数 子育て関連行政サービス満足度 自治体居住満足度























妻正規就業 0,367 0,343 0,263 一〇.106
妻の母親との同居 一〇.405 一 〇.438 一 0,253






















































秩父市施設事業認知数 0,004 0,004 0,034 0,018





































































子育て関連行政サービス満足度 一 一 一 0.671**











有 意 水 準 †0.10,*0.05,**0.01
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表5多 治見市の各種満足度に関する重回帰分析結果
従 属 変 数 子育て関連行政サービス満足度 自治体居住満足度























妻正規就業 一〇.351 一〇.256 一 〇.161 0,091
妻の母親との同居 0,271 0,267 一 一 〇.155





















































多治見市施設事業認知数 0,002 一 〇.010 0,036 0,026













































































子育て関連行政サービス満足度 一 一 一 0.480**











有 意 水 準 †0.10,*0.05,**O.01
一91一
るが,「学童保育所」,「乳幼児健康診査」利用経験は満足度を低めることが示された。「自治体居住
満足度」に関 しては,モ デル13において秩父市同様,モ デルの有意性を維持するために 「妻の年
収」,「妻の母親 との同居」を除外 して分析を行 った。多治見市では 「居住期間」が長いほど居住満
足度が高まることが示され,「子 ども数」については子ども1人であるよりも無子の場合に満足度
が高いことが示 されている。統計的に有意には出ていないが2人 以上でも満足度が高 くなる傾向
がみて取れることか ら,子 ども数に関しては1人 に限 らず全体的に満足度に対する影響は一様で





で 「知 らなかった」(認知 していなかった)が,「今後利用したい」 と回答 した回答者を 「潜在的利
用者」 として示 し,各自治体に施設事業に関する広報活動の資料を,今後提供することを目的 とす
る。「潜在的利用者」はそれぞれの図中において黒色で示 し,全体の割合を示している。栄町に関
しては利用経験を聞いていない。








































(12.9%),「乳幼児相談 ・地区健康相談」(11.7%)などがある。傾向としては,品 川区 と同様で,
公共施設を利用 した遊び場の提供 ・一時保育 ・育児などの相談に対するニーズがみられる。
秩父市については(図3),各施設事業に対する利用度や認知度が高い傾向にあ り,反面 「潜在
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保 育 所 の一 時 保育(Nニ102)
保 育 所の 低 年齢 児 保育(N=722)
子 育て支 援 センター の子 育 て相談(N=701)
児 童館(N=740)
学童 保 育室(Nニ735)
保健 センターの両 親 学級(Nニ742)
保 健センターの 遊 び教 室等(N=721)
妊 産婦 訪問 指 導,新 生 児 訪問 指 導(N=728)
乳幼 児 健康 診 査(N=756)
図 書館 の 催 し(Nニ745)
公 民 館の 催 し(Nニ717)
私立 幼稚 園 就園 費 一 部助 成 くNニ73S)
奨 学 金制 度(N=710)
のび のび 子 育 て支援 金(N=691)
チ't'イル ドシ ー トの 無 償貸 与(N=722)
家 庭児 童相 談 員に よる相 談(Nニ701)
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保育 所 の低年 齢 児保 育(N=695)
子育 て支援 センター の子 育 て相 談(N=671)
児童 館 ・児童 センN－ の子 育 て相 談(N=675)
学 童 保育 所(N=675)
児童 館・児 童 センN-(N=692)
ファミリー サポート$業(N=633)
子 ども会 誌(N=fi31)
めだ かの学 校事 業(N=51了)
土 岐jll観察 館(N=fi35)
マタニディセミナー,ママ パパ スクー ル(N=fiア1)
乳 幼 児健 康診 査(N;700)
乳幼 児 相談 ・発 達}目談(N=6s9)
‖主婦健 康 …含査(N=670)
あそび の鼓 室等(N=650)
虫 歯予 防 敬室(N=fi81)
私立 幼稚 園就 園 費 一部 助成(N=657)





















HP内のキッズページ」(潜在的利用者割合:24.1%)に関 しては利用経験が少な く 「潜在的利用
者」が突出して多い傾向を示 している。公共施設の利用 ・一時保育 ・育児などの相談に関 しては,






表6に は子ども数 ごとに分類 した要望する子育て行政サービスを示 している。全体の傾向 とし
てはそれぞれの項 目に関して同水準の傾向をみせているが,よ り詳細にみてい くことにする。
はじめにra.子どもの世話や家事に関すること」に関しては,「L－時預かり」がそれぞれ8割
程度を示 しニーズの高さを示している。「2.保育園 ・習い事等の送迎」は子 ども0人 と2人で4割
表6八 王子市のボランティアとして要望する子育て行政サービス
子 ど も 数
希望するボランティアサービス 0人 1人 2人 3人
(N=91)(N=130)(N=155)(N=57)
1. 一時預かり 81.0 82.2 80.8 77.2
2. 保育園 ・習い事等の送迎 50.0 29.0 44.3 19.3
a. 子どもの世話や家 3. 食事の世話 ・介助 3.4 4.7 3.9 5.3
事に関すること 4. 子どもの遊び相手 19.0 10.3 14.3 21.1
5. 洗濯 ・掃除 3.4 4.7 7.4 7.0
6. 入浴 ・寝かしつけ 1.7 2.8 1.5 1.8
b. 子どもの遊び場提
1. 遊び ・体操 ・音楽などのサーク
ル活動,集 い 68.3 66.9 58.3 51.5
供に関すること 2. 本の読み聞かせ 19.0 33.8 32.8 32.4
3. 自然体験 ・社会体験の場の提供 71.4 64.6 73.2 76.5
1. 授乳 ・離乳 ・排泄など基本的生
活習慣について 54.4 31.8 22.5 13.0
C. 育児相談に関する
こと 2. 心身の発達,病 気など医学的な問題について 70.2 62.7 66.3 63.0




の提供 ・育児相談 72.7 70.7 78.1 80.9




か ら5割のニーズがあるものの,子 ども1人は3割,3人 では2割 とややばらつきがみ られる。
「4.子どもの遊び相手」は子 ども0人 と3人で2割 と子ども1人 と2人 と差がみられる。その他
は,子 ども数ごとにやや変化はあるものの全体の水準 としてニーズが高 くはない。
次に 「b.子どもの遊び場提供に関すること」に関しては,「1.遊び ・体操 ・音楽などサークル活
動,集 い」が子ども0人 と1人で7割 近 くあるものの2人,3人 となるうちにその割合は低下傾向
にある。「2.本の読み聞かせ」は子ども0人 では2割程度であるが,子 ども1人か ら3人では3割













は,「一時預か り」や 「遊び ・体操 ・音楽などのサークル活動,集 い」や 「自然体験 ・社会体験の
場の提供」など子 どもを預ける場のニーズ と 「心身の発達,病 気など医学的な問題」や 「インター
ネットによる育児情報の提供 ・育児相談」など積極的な情報提供を求めるニーズが存在しているこ
とが示 された。
4.ま とめ と展 望
本論文は,各 自治体の子育て関連の行政満足度や各自治体の実施する政策の認知度や利用可能性
を明らかにし,住民の政策ニーズを探ることを目的 としてきた。「少子化に関する自治体調査」で
は 「子 どもを生み育てる上での悩みや問題」についても質問 してお り,回答が多いものでは 「家庭
の経済」,「子どもの教育費」が上位を占め,子 どもに対する支出に関 しての悩みや問題が第1に
挙げられている。次に経済問題 と子育ての問題 と関連 して 「子育て と仕事の両立」,最後に子 ども










次に各 自治体が実施 している施設事業への認知度 と利用可能性の複合回答パターンを作成 し,
「認知していなかった」が 「今後利用してみたい」 という回答パターンを 「潜在的利用者」 とし,
各自治体の今後の広報活動への資料 として提示した。利用者が少ないほど 「潜在的利用者」が増え
るといった一般的な傾向が全体的にみられた。品川区では 「認知あ り,今後利用あ り」のケースが
少な く,その分 「潜在的利用者」が多 く見られたが,秩 父市や多治見市では 「認知あ り,今後利用
あ り」のケースが多 く,その分 「潜在的利用者」は少なかった。「認知あ り,今後利用あ り」 と





者」の分析 と同様に,様 々な情報提供や相談が行 える事業へのニーズや 「一時預か り」など女性の
就業 との関連で子 どもを預けられるような施設へのニーズの存在が確認できた。
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